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第１章 計画策定の趣旨 

１ 目的 

本市の離島である藍島・馬島については、昭和３４年、筑前諸島地域として、離島振

興法による第８次の離島対策実施地域に指定されて以来、地理的、地形的な制約から

くる本土との経済的、社会的な格差是正を図るため、様々な事業を進めてきた。 

このような中、平成２４年６月、離島振興法の改正・延長が行われ、人口の著しい減

少の防止並びに離島における定住の促進や様々なソフト施策を推進することが加えら

れた。 

本市においても、離島振興法改正の機会を捉え、北九州市離島振興計画を策定し、併

せて、これを同法に基づき、北九州市離島振興計画案として位置づけ、福岡県に提出

し、離島振興に取り組んできた。 

その結果、施設や設備の整備等、一定の成果は見られるが、本土よりも進んでいる人

口の減少・少子高齢化や厳しい漁業経営環境への対応、施設の老朽化対策等が必要と

なっている。 

そこで、令和４年１１月に行われた法律の改正・延長に併せて、これまでの取り組み

を整理し、新たに福岡県に提出する北九州市離島振興計画案として「北九州市離島振

興計画」を策定した。 

今計画は、前計画の成果と課題を踏まえたうえ、島づくりの基本的な理念・方向性を

定めるものである。 

計画策定に当たっては、本土との格差を解消することに限らず、藍島・馬島が持つそ

れぞれの地域資源や特性を最大限に活かした個性あふれる島づくりの方策を中心とし

たものとする。 

事業実施については、市の基本構想に基づいた様々な分野別計画に沿って行っていく

こととする。 

【福岡県離島振興計画との関係】 

福岡県離島振興計画 
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２ 期間 

将来にわたって、藍島、馬島の振興を図っていくためには、中・長期的な視点から継

続した取り組みを行うことが必要である。 

また、離島振興に関する国や福岡県の取り組みとも連携を図っていく必要がある。 

このため、計画の期間は、新しい離島振興法の期限とあわせ、令和５年４月１日から

令和１５年３月３１日までの１０年間とする。 

ただし、計画の期間中であっても、必要に応じて内容の見直しを行うものとする。 
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第２章 離島の現状と課題 

１ 本市の離島の概況 

（１）地勢 

藍島・馬島の２島は筑前諸島の東端、北九州市の北の海上に位置し、同市小倉北

区に属している。 

藍島は本土から直線距離で４．２km を隔て、周囲１３．２km、面積０．６８k ㎡、

南北に細長く、起伏の小さい平坦な島で、標高は２４．４ⅿである。全島古代三紀

層砂岩からなっており、海岸は沈降性で岩礁帯が連続している。集落は、南部の本

村地区及び中部の大泊地区、北部の寄浦地区の３地区に分散している。 

馬島は下関市彦島と藍島のほぼ中間に位置し、本土から直線距離で２．６km を隔

て、東西１．１km、南北５００ⅿ、周囲５．４km、面積０．２６ｋ㎡で、標高２０

ⅿほどの丘陵が連なる台地状の地形となっている。海岸は岩礁、入江が多く、北側

は海岸の浸食がみられる。集落は中央南部に１集落のみがあり、また、福岡県で最

も小さな有人島である。 

  【藍島・馬島位置図】 

0 3km 
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給水タンク

藍島市民サブセンター・藍島漁村センター

藍島小学校
藍島保育所

休憩所

藍島浄化センター
（下水処理施設）

藍島診療所

渡船待合所

し尿貯留槽

馬島集会所

馬島診療所

給水塔

【藍島現況図】 

      0              500m 

└────────┘ 1：15,000

【馬島現況図】 

      0              500m 

└────────┘ 1：15,000
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〔人口・世帯数等の推移〕

（単位：人・世帯・％）

藍島 馬島

区分 平成２２年度 令和２年度 平成２２年度 令和２年度

人口（人） ２７７ １８８ ４０ ２８

世帯数（数） １０３ ８２ １２ １１

高齢化率（％） ３２．１ ４２．７ ３０．０ ５７．１

世帯人員（人） ２．６９ ２．２９ ３．３３ ２．５５

〔参考〕

令和２年度　北九州市の高齢化率

北九州市 門司 小倉北 小倉南 若松 八幡東 八幡西 戸畑

３１．８ ３９．０ ３０．１ ２９．４ ３２．８ ３６．６ ３０．８ ３１．８

【資料】　国勢調査による

（２）人口、世帯数等 

藍島・馬島の令和２年度の世帯数、人口は、藍島が８２世帯、１８８人、馬島は

１１世帯、２８人である。平成２２年度と比較すると、両島の人口・世帯数ともに

減少している。 

また、１世帯あたりの人数は、藍島２．２９人、馬島２．５５人で、本市平均の

２．１５人よりも多い。 

令和２年度の高齢化率は、藍島４２．７％、馬島５７．１％で、本市平均の３１．

８％を上まわっている。 

 （３）生活基盤 

①交通（航路） 

北九州市小倉北区浅野の小倉発着

所と藍島の間の１７．３km（航路距 

離）を市営渡船の「こくら丸」が１ 

日３往復している。 

②交通（島内） 

     藍島は島内の３集落を結ぶ市道が幹線で、この市道を中心に小道が分岐し、

住宅地に続いている。市道の実延長は４．８km で、舗装率５８．３％である。 

     馬島は１集落の島であるため、集落内を走る道路の他は島の諸所に通じる小

道があるだけであり、市道の実延長は２．４km で、舗装率３０．４％である。 

③保健・医療・福祉 

  両島には、看護師が１名常駐して 

いる市立診療所が整備されているほ 

か、市の委託を受けた医師による診 

療が行われている。 

救急医療については、消防ヘリや 

消防艇が活用されている。 

高齢化が進んでいるが、両島に高齢者福祉施設はない。そのため、本土にある

地域包括支援センターを拠点として高齢者からの相談に対応するとともに、診療

所の看護師やケアマネジャー等との連携により、介護サービスに繋ぎ、介護が必

要な高齢者を支援している。 

航路 

・市営渡船（こくら丸）１日３便往復 

・航路距離：17.3ｋⅿ（小倉～馬島～藍島） 

・所要時間 ２０分（馬島） 

      ３５分（藍島） 

・運  賃 ４２０円／片道（馬島） 

      ６００円／片道（藍島） 

〔医療・福祉施設の状況〕 

区分 島名 概要 

診療所 

藍島 

・市立診療所 １ヶ所 

・常駐看護師 １名 

・委託医師  週２回渡島診療 

馬島 

・市立診療所 １ヶ所 

・常駐看護師 １名 

・委託医師  月３回渡島診療 

保育所 藍島 市立保育所（３歳～就学前の児童０名） 
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④教育 

     小学校は藍島に１校（※令和５年度から当面の間休校）あり、馬島にはない。

また、両島には中学校はなく、中学生は本土にある寄宿舎を利用したり、渡船

を利用したりして通学している。 

⑤その他 

  （４）産業 

①水産業 

     漁業は両島にとって中心的な 

産業であり、藍島ではマダイや 

サザエ等の水揚げが多く、近年 

はアワビやアカウニ等の種苗放流に取り組んでいる。 

      馬島では、ワカメやコウイカ等の水揚げが多く、藍島と同様にアワビの種苗

放流に取り組んでいる。 

      両島は、大消費地である北九州市に、鮮魚の供給を行っている。 

②農業 

馬島は比較的平坦地の畑が多く、日当 

たりが良好である。風当たりの少ない農 

地では、“しそ”、“わけぎ”を栽培、 

出荷している農家がある。 

③観光 

来島者は良好な釣り場を目的に訪れる釣り人が主体である。 

観光資源については、藍島では、藍島遠見番所旗柱台を始め、島の北側に位置

する千畳敷や無人島体験ができる姫島・貝島がある。馬島では、史跡などの観

光資源は無いが、磯遊び等ができる海岸線や眺めの良い丘陵等がある。 

区分 概要 

情報通信 
音声通話：電話・携帯電話 

インターネット：ＩＳＤＮ・携帯電話回線 

電気 昭和４２年、海底ケーブルによって一般受電が可能になった。 

上下 

水道 

上水道 海底送水管により、水道施設は整備されている。 

下水道 集落排水施設（下水処理施設）が整備され、水洗化が実現されている。 

ごみ 

処理 

一般 
一般家庭ごみは週２回、資源ごみは週１回収集し、いずれも専用船で本土

への海上輸送を行っている。 

粗大ご

み 
２ヶ月に１回収集し、本土へ移送し処理 

防災 
消防施

設 
分団車庫、車両２台、小型動力ポンプ２基 

集会 

施設 

藍島 藍島市民サブセンター、年長者いこいの家 

馬島 共同作業所兼集会所 

文化財 藍島 
藍島遠見番所旗柱台（県指定史跡） 

藍島の盆踊り（市指定無形民俗文化財） 

〔漁家の推移〕 

島名 平成２０年度 平成３０年度 差 

藍島（戸） ６９ ５５ △１４ 

馬島（戸） １０ １０ ０ 

【資料】 漁業センサスによる 

〔農家の数〕 

島名 藍島 馬島 

農家数（戸） ０ ４ 

【資料】 令和２年 農林業センサスによる 
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２ 離島振興に関する住民意識調査概要 

（１）実施主体 

福岡県企画・地域振興部広域地域振興課 

（２）アンケート結果概要 

・対象  藍島・馬島に居住する１８歳以上の男女 

・調査時期 令和３年１１月 

・回収率 藍島 ２４．５％ （回収数：４５／配布数：１８４） 

馬島 ４８．３％ （回収数：１４／配布数：２９） 

・調査方法 郵送配布・回収 

【人と人とが繋がる島づくり】 

質問 回答 藍島（％） 馬島（％） 

住民主体のまちづくり ・非常に必要・ある程度必要 62.2 28.6 

地域の触れ合いがある ・非常に思う・やや思う 80.0 71.4 

「地域おこし協力隊」の活動に

ついてどう思うか 

・進めた方がよい 

・あまり進めてほしくない 

・わからない 

37.8 

15.6 

37.8 

0.0 

7.1 

85.7 

今後の定住意識 ・是非住み続けたい 

・できれば住み続けたい 

・できれば移りたい 

・是非移りたい 

37.8 

31.1 

4.4 

2.2 

14.3 

42.9 

7.1 

7.1 

島外からの移住者募集すること

についてどう思うか。 

・広く募集すべき 

・島出身のＵターンや結婚など

の移住に限るべき 

・あまり募集してほしくない 

20.0 

24.4 

35.6 

14.3 

0.0 

35.7 

所有する空き家（空き地）を島へ

の移住者に貸すことについて 

・条件があえば貸す 

・貸すことは考えていない 

・わからない 

・所有していない 

11.1 

8.9 

15.6 

51.1 

14.3 

0.0 

35.7 

28.6 

自然が豊かである ・非常に思う・やや思う 84.4 92.8 

【誰もが安全・安心に暮らせる島づくり】 

質問 回答 藍島（％） 馬島（％） 

静かにのんびり暮らせる ・非常に思う・やや思う 80.0 64.3 

事故や犯罪が少なく安全である ・非常に思う・やや思う 80.0 92.9 

食べ物が新鮮で美味しい ・非常に思う・やや思う 75.6 92.9 
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子どもの教育に良い ・非常に思う・やや思う 44.5 21.4 

交通の便が良くない ・非常に思う・やや思う 68.9 85.8 

生活環境の整備が不十分である ・非常に思う・やや思う 66.7 57.2 

娯楽の場がない ・非常に思う・やや思う 73.3 78.5 

物価が高い ・非常に思う・やや思う 60.0 57.1 

行事等が多い ・非常に思う・やや思う 26.6 35.7 

スマートフォン等の通信環境が

悪い 

・非常に思う・やや思う 64.5 64.3 

情報通信機器の所有状況 ・スマートフォン 

・パソコン 

・携帯電話（ガラケー） 

・タブレット 

・持っていない 

77.8 

17.8 

15.6 

15.6 

2.2 

71.4 

28.6 

21.4 

7.1 

7.1 

軽微な工事等をする業者がいな

い 

・非常に思う・やや思う 75.5 57.1 

買物環境が悪い ・悪い・少し悪い 75.5 71.5 

医療のどのようなことに力を入

れてほしいか 

・医師（常駐や専門）の確保 

・診療所の維持管理 

・救急医療体制の確保 

・映像を用いた遠隔診療 

・巡回診療の頻度を増やす 

・その他 

51.1 

33.3 

17.8 

2.2 

4.4 

2.2 

7.1 

35.7 

35.7 

14.3 

0.0 

0.0 

福祉について老後に不安を感じ

る事 

・年金等の収入面 53.3 50.0 

・健康 51.1 42.9 

・身の回りの世話（介護） 17.8 42.9 

・施設への入所 31.1 14.3 

・仕事に関すること 22.2 14.3 

・一人暮らし 13.3 21.4 

・家族に関すること 11.1 14.3 

・生活環境等の変化 8.9 7.1 

・住宅・土地等財産 8.9 7.1 

・話し相手 4.4 0.0 

・その他 0.0 0.0 

・特に不安はない 4.4 0.0 

・わからない 13.3 14.3 
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【いきいきと働ける島づくり】 

質問 回答 藍島（％） 馬島（％） 

働く場所がない ・非常に思う・やや思う 82.2 71.5 

力を入れたい産業 ・水産業 

・農林業 

・観光業 

・その他 

・今のままでよい 

77.8 

0.0 

11.1 

0.0 

4.4 

57.1 

21.4 

0.0 

7.1 

0.0 

観光についてどう思うか ・もっと積極的に進めてほしい 

・今のままでよい 

・あまり進めてほしくない 

・わからない 

35.6 

17.8 

22.2 

13.3 

0.0 

42.9 

14.3 

35.7 

【島の住みやすさ・１０年後の島のイメージ】 

質問 回答 藍島（％） 馬島（％） 

現在の島の住みやすさ ・住みやすい 60.0 71.4 

１０年くらい前と比べて住みや

すくなったと感じるか 

・はい 

・いいえ 

・変わらない 

11.1 

35.6 

26.7 

0.0 

28.6 

64.3 

１０年後くらい、島がどのよう

になっていてほしいか 

・水産業が盛んな島 

・豊かな自然が残った島 

・安心して暮らせる福祉の島 

・農林業の盛んな島 

・情報通信が整備された島 

・観光の島 

60.0 

13.3 

11.1 

2.2 

2.2 

2.2 

14.3 

28.6 

21.4 

0.0 

0.0 

0.0 

（３）地域団体とのヒアリング調査 

・対象  両島の住民代表 

・調査時期 藍島 令和３年１２月８日（水）場所：藍島市民サブセンター 

馬島 令和３年１２月８日（水）場所：馬島集会所   

①ヒアリング調査結果【藍島】 

【人と人とが繋がる島づくり】 

（島外の人々や団体との交流） 

・学生とコラボした商品等を開発・連携することで、メディアに発信し、ＰＲ

することが重要である。 

・地域貢献として企業との連携を行うこともいいと思う。 
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・現状の漁業などのやり方では採算を取ることが難しいため、クラウドファ

ンディング等の指導ができるリーダーが必要と思われる。 

・「地域おこし協力隊」が活動することは賛成だが、受け入れる島民側の体制

準備と熱意が必要。 

（自然環境） 

・大型ごみの不法投棄や廃車の放置が目につく。 

・以前は、家電製品もごみとして回収していたが、現在はその回収がないた

め、不法投棄がされている。 

【誰もが安全・安心に暮らせる島づくり】 

（交通・通信） 

・離島の航路、便数については、２～３年前に島民で話し合って調整・決定し

ているため特に問題はない。 

・トンネルがあるものの高さが足りないため、トラックや重機が通れるよう

な高さにしてほしい 

・島内のインターネットはＩＳＤＮ回線を利用しており、今後、光回線を使え

るような環境にしてほしい。 

・盆踊りを島外の人が観光するには帰りの便がないので、チャーター便を出

して臨時的に増便してほしい。 

（医療） 

・医師が常駐していないので、常駐するようにしてほしい。 

（介護・福祉） 

・社会福祉協議会の事業として、サロンを運営し、島内で２０人弱の高齢者が

参加している。 

・社会福祉協議会が、独居老人の安否確認を行っている。 

（保育・教育・文化） 

・城南中学校の卒業であれば、本土の高等学校へ通うためにひびき寮を利用

することはできるが、出身中学校に関係なく利用できるようにしてほしい。 

・本土の高等学校へ通わせるために、子どもと母親だけ本土の賃貸住居に住

ませることがあるが、経済的な面で大変である。 

・保育所は休園している。 

・漁村留学を行う場合は、島民の受け入れ体制を整える必要がある。 

（生活環境） 

・買い物をする場所がない。 

・空き家自体は増えてきており、住めそうな空き家も数件ある。 

（エネルギー） 

・国が洋上風力発電を試験的に動かしており、風力発電ができるようになる



11 

とよい。 

（防災） 

・非常時用の発電機がほしい。 

・非常時における住民同士の連絡網はない。また、島民の避難訓練を１年に１

回は行う必要がある。 

【いきいきと働ける島づくり】 

（産業） 

・年々漁獲量が減って、船の燃料代が上がっているため採算が取れない。 

・釣り客のマナーの悪さで困っているため、役所からルールを徹底するよう

勧告してほしい。 

（雇用） 

・島内の雇用としては、漁業関係、公的機関関係くらいでほぼない。 

・島内でパート等ができるような環境にしてほしい。 

（観光） 

・観光地として目玉になるような観光資源はないものの、コロナ前はインバ

ウンドの観光客が多かった。 

・漁業組合の事業として「藍島食堂」に取り組んだ場合、時化の日のロス対策

として、飲食のプロをアドバイザーとして雇ってほしい。 

【その他】 

・島民が減少傾向であり、将来が心配である。 

・今よりも活性化した島にしたいが、ビジョンがあったとしても、島民が変わ

らないと何をやっても継続しないため、島民の意識改革が課題である。 

②ヒアリング調査結果【馬島】 

【人と人とが繋がる島づくり】 

（交流） 

・卒論や調査のため教授や大学生が来島することがある。 

・ＮＰＯ法人主催で、子どもたちとキャンプに来たことがあったが、高齢化の

ため今後対応することは難しい。 

・「地域おこし協力隊」が活動することに問題がないが、島民に地域おこしの

気持ちがなく、理解・協力は難しい。 

（自然環境） 

・カラスが増えたことで畑に被害がでている。 

【誰もが安全・安心に暮らせる島づくり】 

（交通・通信） 

・夏と冬で渡船の最終便の時間をずらしてほしい。（例）夏場を遅め、冬場を
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早めなど 

・定期船に大きな荷物を乗せることができないため、漁船で取りに行くこと

がある。 

・島の一部で携帯電話の電波が届かず、非常時が心配である。また、光回線が

整備されていないため、オンラインでの研修等に参加できない。 

（生活環境） 

・買い物は、定期的な通信販売を利用し、定期船で運んでもらっている。 

・ごみ出し、上下水道については特に問題はない。 

・持ち主のいる空き家が１軒ある。 

（医療） 

・診療所に看護師が常勤でいるので、問題はない。 

（介護・福祉） 

・介護保険施設を作ってほしい。（島内に介護保険施設はない） 

・離島であるため、介護保険施設に優先して入所できるようにしてほしい。 

（保育・教育・文化） 

・島民で最も若い人は５０代で子どもはいない。 

・年に１回の神事としての祭りがあり、島外の人が観光にくることはできる

（ただし、現在はコロナ禍であり中止）。 

（エネルギー） 

・電気、ガスともに問題ない。 

・島内でエネルギーを自給する必要はない。 

（防災） 

・現在は、九州電力が贈呈された発電機が２台あるが、緊急時のための自家発

電設備が必要である。 

・高齢化で消防団員が１名で、緊急時の対応ができない。 

・災害時における住民同士の連絡網はなく避難所がない。 

・避難訓練として年１回、消防署の講習を受けている。 

（その他） 

・高齢化が進んでいるため、これから先、今までどおりの生活が維持できるよ

う、生活基盤を維持してほしい。 

【いきいきと働ける島づくり】 

（産業） 

・漁獲量が減っている上に燃料代が高騰しているため、採算が合わず漁に出

るだけ赤字になってしまう現状がある。 

・農業、漁業の収入ではとても食べていけない。 

（雇用） 

・雇用の場はないものの、島内から島外への働きに出ている人はいない。 
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（観光・交流） 

・釣り客に関しては、経済的な面で島民に利益が還元されない。 

・観光資源はない。 
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３ これまでの取り組みと主な成果・課題 

「北九州市離島振興計画 2013」（平成 25 年度～令和 4年度）は、離島振興法に基づき、

藍島、馬島振興の方向性をまとめるものとして、平成 25 年３月に策定した。今回、新

たな「北九州市離島振興計画 2023」を策定するにあたって、これまでの主な取組みの成

果と課題を整理した。 

（１）人と人とが繋がる島づくり 

島ならではの地域コミュニティを基盤とした島民の主体的な活動を促進すると

ともに、島を応援する人たちとの連携・協働を推進した。 

また、自然環境や文化等、島の資源の保存と活用を進めた。 

①主な取り組みと成果 

■地域コミュニティの活性化 

（地域コミュニティ活動） 

・藍島校区まちづくり協議会に市民サブセンターの管理運営を委託するととも

に地域総括補助金等により、住民主体の地域づくりを進める助成を行ってい

る。 

・藍島にまちづくりの専門家を派遣し、国際交流事業や本土の市民との交流事

業を通じてまちづくり協議会のレベルアップを図った。 

（多様な団体との交流） 

・交流、連携の活発な島づくりに向け、市民グループと協働した環境美化運動

や国交省の行うマッチング事業に参加し、ＮＰＯ等の団体と共にワークショ

ップを行うなどの取組みを支援した。 

■島の資源の保全と活用 

（自然環境の保全） 

・藍島、馬島の海岸に漂着したごみの回収・処分し、島の景観を保全するとと

もに、住民の生活環境や漁業活動の保全を図った。 

・離島における使用済自動車の輸送費に係る補助金制度を支援した。 

（文化振興） 

・市指定文化財である地域の伝統芸能の保存・継承のため必要な補助金を交付

した。 

②課題 

■地域コミュニティの活性化 

・島民主体の島づくりについて、熱心に取り組まれる活動はあるが、継続され

ず一過性に終わるものや、多くの島民に広がらない活動がある。 

・今後、島民が安心し、いきいきと暮らせる島づくりに向けて、島民の合意形

成による主体的な取り組みが必要であり、活動を支える人材の発掘・育成が
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最重要課題となっている。 

・また、島の人口が少なく、島づくりの活動に参加する人が少ない現状を踏ま

え、島に縁のある人や関心がある人などを継続的に関わる関係人口の増加に

つなげることも必要である。 

・NPO・市民活動団体の活性化及び活動参加のきっかけづくりを支援するため

に、今後も引き続き市民活動を促進する講座の実施や情報提供の充実を図る

必要がある。 

■島の資源の保全と活用 

・藍島及び馬島の自然海岸には、毎年多くのプラスチックや流木などのごみが

漂着し、海岸における良好な景観や環境の保全に深刻な影響を及ぼしている

ため、今後も海岸漂着物の回収・処分事業を継続し、景観及び環境の保全を

図る必要がある。 

・漂着ごみを回収・処分しながら、漂着物の種類や発生源などの調査等を実施

し、今後の漂着ごみの発生抑制対策に役立てる。 

・使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成１４年法律第８７号）に基づ

き離島支援対策を継続する。 

・新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、数年間、当初計画どおりに行

事を実施できず、また、来島者との交流が行われなかったが、伝統芸能の保

存・継続の意欲は高いことから、今後も引き続き補助金交付等の支援を行う。 

（２） 誰もが安全・安心に暮らせる島づくり 

島民が安心して暮らせる環境をつくるため、上下水道のインフラ、福祉、医療や

交通利便性の確保など生活に密着した基盤の充実を図った。 

また、地震・津波や台風などによる自然災害から島民の生活を守るため、ハード・

ソフトの両面から防災対策に取り組んだ。 

①主な取り組みと成果 

■生活基盤の充実 

（医療） 

・藍島診療所においては、医師不在日にテレビ電話会議機能を用いて遠隔地の

医師が診療を行う体制を構築し、平成２５年度から運用を開始した。 

・離島における医療を確保するため、両島に診療所を開設しており、平日は看

護師が島内に住み込みで駐在している。 

・重症患者が発生した場合は、消防指令センターへ連絡し、消防ヘリや消防艇

により本土の医療機関に搬送する対応をしている。 

（保健・福祉） 

・高齢者の保健、医療、福祉、介護等の相談があった場合は、地域包括支援セ
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ンターが対応した。また、場合によって、地域包括支援センターが主催する、

地域ケア個別会議を通じて、地域課題の解決に向け協議した。 

・社会福祉協議会が中心に開催している教室では、年１回、地域の課題や島民

の要望を考慮しながら、保健師による講話を行った。 

（教育） 

・平成２３年度に行った耐震診断の結果を受け、藍島小学校の建替えを行い、

平成２９年度に完成した。なお、周辺地域への防災対応として、津波等の災

害時、屋上に避難するための屋外階段を設置し、備蓄倉庫を校舎に備えてい

る。 

・両島に居住する中学生を対象に学校寄宿舎ひびき寮を運営している、なお、

特例として、寮ＯＢの高校生も受け入れている。 

・地域に身近な図書館サービスとして、藍島市民サブセンターで「ひまわり文

庫」を運営している。 

（子育て） 

・平成２６年から離島に居住する妊婦の健康診査受診時及び出産にかかる交通

費の一部助成を開始した。 

・北九州市立藍島保育所の管理運営を行っており、令和元年１０月から幼児・

教育保育の無償化の対象施設となった。 

（交通） 

・藍島・馬島～小倉を結ぶ市営渡船の離島航路として「こくら丸」を運行して

いる。なお、平成２９年度に新船が就航した。 

・島民から要望があった小倉待合所の整備、藍島待合所トイレ改修及び馬島桟

橋への一時待機所の設置などに対応し、利便性の向上を図った。 

・小倉桟橋の必要な機能を維持しつつ、将来の改良、更新コストの抑制を図る

ため、港湾施設の長寿命化等の計画策定を行い、改修を行った。 

・安定した航路確保維持のため、国庫補助航路の指定を受けた。 

・島民や観光等で島を訪れる市民が安全に利用できるように地域の実情に応じ

た道路の整備を検討した。 

（生活環境） 

・藍島配水整備に関する機械、電気計装設備の点検・整備及び緊急保守、電気

設備（蓄電池）の更新を行った。 

・ごみの収集（藍島）、海上輸送（両島）及び陸上輸送（両島）を実施した。 

・生活排水の水質保全を図るため、配水処理施設に係る保守点検・運転管理・

水質試験等、施設の維持管理を実施した。 

（「環境未来都市」の実現に向けた生活の推進） 

・響灘における浮体式洋上風力発電の導入可能性について、国の委託事業を活

用し、自然条件など設置する上で必要となる条件等の調査を実施した。 



17 

■防災体制の充実 

（消防・防災） 

・小倉北消防署と藍島及び馬島の消防団で、災害を想定した連携訓練を実施し

た。 

・耐震性を有していない消防団施設などの建替えや、消防団車両更新計画に基

づき消防団車両を更新した。 

（地震・津波対策） 

・大規模災害に備えた非常用の食料及び飲料水を藍島小学校（予定避難所）に

備蓄し更新している（４年に１度）。 

・平成２５年度に同報系防災行政無線を４基設置、保守業者による年３回のテ

スト及び国による年４回の全国一斉情報伝達試験を行った。 

・両島に衛星携帯電話を整備し、毎月、通話試験及び点検保守を行っている。 

②課題 

■生活基盤の充実 

・医師や看護師の確保を含めた医療提供体制のあり方を検討する必要がある。 

・今後も、高齢者の総合相談について、保健師等による相談や助言を行ってい

く必要がある。個別の相談や地域ケア個別会議等において、テレビ会議を導

入することで島との距離を克服していくことが必要と考える。そのためには、

ハード整備だけでなく、島民や関係者のＩＣＴスキルの向上も望まれる。 

・両島に居住する中学生を対象とした学校寄宿舎ひびき寮の老朽化や入寮者数

の減少への対応が必要である。 

・藍島保育所については、利用児童数の減少（令和２年度～令和４年度現在０

名）や安定的な保育士の確保等に課題がある。 

また、施設の老朽化が進んでおり、定期的なメンテナンスが必要である。 

・母子手帳アプリのプッシュ配信を活用し、妊婦・出産にかかる情報や当該事

業を周知することで、母子の健康管理の向上を図る。 

・道路整備について、地元の要望等があれば必要に応じて検討を行う。 

・今後も配水設備の適切な維持管理を行い、安全な水の安定供給を行うととも

に、計画的な設備の更新が必要である。 

・排水処理施設については使用料収入の減少、老朽化による維持経費、機械や

設備の更新等の経費増加が見込まれている。 

・浮体式洋上風力発電の発電電力に対して、両島の需要電力が極めて少ないた

め、電力の安定供給と余剰電力の利活用が課題となる。 

■防災体制の充実 

・防災行政無線は、機器及びシステムの保守点検を行う等、適正な運用管理が

必要であり、防災訓練等で活用を図り、災害時の情報伝達をより効果的なも
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のとしなければならない。 

・防災情報収集システム機器の適正管理（月１回の通話試験を実施）に努め、

災害に備える。災害時の情報収集及び応急対策を迅速かつ的確に行えるよう、

通信手段について継続して検討を行わなければならない。 

・消防団については、施設劣化等に伴う修繕や、車両更新計画に基づく車両更

新が必要である。 

 （３） いきいきと働ける島づくり 

島民の人口が減少する中、高齢者も若者も島でいきいきとした生活が送れるよう、

雇用の場を確保することが重要である。 

そのため、島の基幹産業である漁業の振興に加え、島の資源を活かした観光事業

等、島民の合意形成を進めながら、島を支える産業の振興を図った。 

①主な取り組みと成果 

■産業の活性化 

（水産業の振興） 

・漁港施設や生活基盤（航路や上下水道）の保全や、水産庁の示す耐震・耐津

波機能診断に沿った岸壁、物揚場施設の強化を実施した。また、漁業用共同

利用施設の整備や施設改修等について補助事業により支援した。 

・有用水産生物の種苗中間育成・放流事業に係る経費の補助を実施した。 

・漁協組合員が所属する６次産業化グループにおける活動に関して、安定出荷

や付加価値向上に資する施設の整備等に係る経費の補助を実施した。 

（農業の振興） 

・馬島産わけぎのブランド化等を進めるため、馬島の名を冠した包装資材（結

束テープ）の作成を補助した。 

（新たな産業の創出） 

・離島の商品を市内の学校給食で使用したり、首都圏等の飲食店や百貨店で販

売する事業の支援を実施した。 

・北九州市観光ガイドブックの中で、両島を紹介し、観光・おでかけ情報とし

てＰＲした。 

・藍島において、来島者に対して、夏場を中心に島で漁獲された水産物を提供

したバーベキューを開催した。 

②課題 

■産業の活性化 

・島民の高齢化等により、生産者の確保が課題である。 

・基本的な共同利用施設の整備はほぼ完了したが、整備済の施設の老朽化が進

んでいるため、計画的に改修等を行っていく必要がある。 

・水産資源を持続的に利用していくため、漁業者による漁獲制限や漁場の保全



19 

と併せて有用魚種の放流を継続する必要があり、今後も引続きの支援が必要

である。 

・離島周辺の藻場においても、ウニ類等による海藻の食害が認められており、

良好な漁場環境の維持・回復を図るため継続して支援が必要である。 

・６次産業化グループが製造する製品の生産量や販売量が、天然の資源量や社

会情勢に大きく左右されるが、安定的な生産を目指して、今後も計画的に施

設整備等の支援が必要である。 

・農道等の生産基盤の整備に着手したが、入札不調や工事計画の見直しに関す

る地元協議が不調となったことが原因で未了となっている。 

・完成した６次産品の販路開拓、品質管理が課題であり、主力商品となる産品

のブランド確立が急務である。 

・現状では、観光地として多くの客を受け入れる体制（インフラ、観光施設等）

が整っていないため、インフラ等の整備とともに、島民の観光客受け入れ態

勢に合わせた計画作成が必要である。 
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第３章 計画の基本的な考え方 

１ 島づくりの方向性 

藍島、馬島は、小倉都心から船で約３０分の距離で、豊かな緑、変化にとんだ海岸

などの自然や島特有の文化を持ち、人と人との繋がりが生きた地域コミュニティがあ

る島である。 

これまでの離島振興計画の取り組み等により、藍島、馬島の生活基盤の改善や漁業

施設の整備など一定の成果が上がっており、島民の意識調査では、現在の島の住みや

すさについて、住みやすいとの回答が、藍島では６０.０％、馬島では７１.４％と、

高い割合を占めている。 

一方で、少子高齢化の進行、人口減少などの社会状況の変化は、本土よりも早く両

島における生活に大きな影響を及ぼし、さらに島の基幹産業である漁業を取り巻く環

境は厳しく、島で生活するための働き場所の確保も困難となっており、島での生活に

不安を生じさせている。 

そのような状況の中、２０１５年（平成２７年）に「誰一人取り残さない」という

理念のもと、国連加盟国１９３か国の全会一致でＳＤＧｓ（Sustainable Development 

Goals：持続可能な開発目標）が採択され、本市も、２０１８年（平成３０年）に国の

「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、今後はＳＤＧｓ推進のトップランナーとして市全

体で取り組みを推進していくことが求められている。 

また、改正離島振興法では、離島と継続的な関係を有する島外の人材（関係人口）

も巻き込みながら離島振興に努めるよう求められている。 

以上のことを踏まえ、本市の島づくりの方向性を次のとおりとする。 

 ２ 取り組みの基本方針 

  本市では、一人ひとりの日常のあらゆる活動がＳＤＧｓの達成につながることを市民

に理解してもらい、市民の力をさらに高め、結集し、一丸となって取り組んでいくこと

としており、離島においてもＳＤＧｓの視点を踏まえた取り組みが求められる。 

  そこで、本計画の基本方針は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の１７のゴールや、

さらに改正離島振興法で盛り込まれた、島と継続的な関係を有するＮＰＯや事業者など

の関係人口も踏まえ、４つの基本方針を設定する。 

（１）人と人とが繋がる島づくり 

島ならではの地域コミュニティを基盤とした島民の主体的な活動を促進するとと

もに、離島と継続的な関係を有する島外の人口（関係人口）の活用に取り組む。 

併せて、自然環境や文化等、島の資源の保存と活用を進める。 

ＳＤＧｓの視点を踏まえた島民と島に関係する人（関係人口）の協働による島づくり
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（２）誰もが安全･安心に暮らせる島づくり 

島民が安心して暮らせる環境をつくるため、上下水道などのインフラ、福祉、医療

や交通利便性の確保など生活に密着した基盤の充実を図る。 

また、地震・津波や台風などによる自然災害から島民の生活を守るため、事前防災、

減災等に資する国土強靱化の観点を踏まえたハード･ソフトの両面から防災対策に

取り組む。 

（３）いきいきと働ける島づくり 

島民の人口が減少する中、高齢者も若者も島でいきいきとした生活が送れるよう、

雇用の場を確保することが重要である。 

そのため、島の基幹産業である漁業の振興に加え、島の資源を活かした観光事業等、

島民の合意形成を進めながら、島を支える産業の振興を図る。 

（４）デジタル技術を活用した島づくり 

    新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、外出を自粛しなければならない状況が続

き、その中でオンラインやリモートによる活動など、情報ネットワークの活用が重

視されている。 

福岡県が令和３年１１月に実施した実態調査においても、藍島・馬島ともに、通

信状況が悪いと回答した割合は過半数を超えている状況を鑑み、デジタル技術のた

めの基礎的インフラであるインターネット接続環境の充実に努める。
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 ３ 北九州市離島振興計画の体系 

【島づくりの方向性】     【取り組みの基本方針】              【取り組みの方向性】 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
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の
視
点
を
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え
た
島
民
と
島
に
関
係
す
る
人
（関
係
人
口
）の
協
働
に
よ
る
島
づ
く
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人と人とが繋がる島づくり 

いきいきと働ける島づくり 

デジタル技術を活用した島づくり 

地域コミュニティの活性化 

島の資源の保全と活用 

生活基盤の充実 

防災体制の充実 

産業の活性化 

誰もが安全・安心に暮らせる島づくり 

インターネット接続環境の充実 

ＤＸの推進 
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第４章 離島振興の取り組み 

１ 人と人とが繋がる島づくり 

（１）地域コミュニティの活性化 

①地域コミュニティ活動の強化 

島を取り巻く社会環境が大きく変化する中で、防犯・防災、環境、教育、福

祉など、多くの課題を解決するために、本土より“共助”の気持ちが強い島民の

繋がりを活かして地域コミュニティの活性化を図る。 

そのため、市民サブセンターや集会所を地域活動の拠点として活用し、島の

自然や伝統文化等の地域資源を活かした計画づくりや実践活動を通して、若者か

ら高齢者まで、活動の分野に応じた地域リーダーの育成等を図りながら、自治会

やまちづくり協議会等の地域団体の活動を支援する。 

②離島と継続的な関係を有する島外の人材（関係人口）や 

多様な団体との交流と協働 

島づくりの担い手不足を解消するために、様々な機会を通して、都市部から

島の自然や生活を愛する人たちなど、島の応援者たち（関係人口）の参画を図る。 

また、島の自治会等の地域団体や漁協、ＮＰＯ団体等のネットワークを強化

するとともに、島外のコーディネーターやアドバイザーを活用し、それぞれの団

体の強みを活かして、協働による島づくりを支援する。 

（２）島の資源の保全と活用 

①自然環境の保全 

島の豊かな自然環境は、島民の生活、産業の貴重な資源であるとともに、北

九州市民の財産であり、この自然環境を活用した取り組みを検討する。 

また、来島者にごみを放置しないことや環境保全に向けた協力を働きかける

とともに、島民自らの環境保全活動を支援する。 

さらに、漂着ごみ処理の支援と合わせて、島民とともに活動するＮＰＯやボ

ランティア等、広く市民が参加する美化活動等の環境保全活動を推進する。 

②文化の振興 

島民の誇りであり、北九州市の貴重な財産でもある島の伝統行事等の文化財

を守るため、継承者育成等、地域の取り組みを支援する。 

また、伝統行事を通じた、来島者との交流を促進する。 
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２ 誰もが安全・安心に暮らせる島づくり 

（１）生活基盤の充実 

①医療の確保等 

島の診療所の利用実績、医師や看護師の確保状況、島民の高齢化や人口減少

等、島の状況に応じた医療を提供する体制のあり方について検討していく。 

②保健・福祉の充実 

高齢化や人口減少の進行を踏まえ、島民ができるだけ住み慣れた地域で安心

して暮らしていけるよう、地域のコミュニティを活かした取り組みを進める。 

高齢者等が安心して生活できるよう、地域包括支援センター等による相談支

援体制の充実を図るとともに、介護保険制度をはじめ福祉の施策に関する啓発を

行い、島民の理解を促進する。 

また、健康な生活習慣の維持・増進と疾病の予防、早期発見、早期治療を図

るため、健康診査、健康教育、健康相談、訪問指導等の保健事業を充実させる。 

③教育の充実 

市民サブセンターを拠点として、子どもの体験活動等を推進するとともに、

図書館サービス等の充実を図る。 

④生涯学習活動の充実 

市民サブセンターを拠点として、市民講座を推進するとともに、市民センタ

ー等で実施されている市民講座等の中で、情報通信技術を用いて遠隔でも受信可

能な講座について、離島においても受講できるようにすることで、生涯学習活動

の促進を図る。 

⑤子育て支援の充実 

島の子どもが健やかに成長できるよう、市民サブセンターで島民が主体的に

取り組む、地域で子育てを支える仕組みづくりや地域の特性を活かした子育て支

援活動の促進を図る。 

また、藍島保育所については、令和２年度以降入所児童がいないが、継続的

な維持管理を行い、島の子どもの保育の場の確保を図る。 

⑥交通基盤の整備 

島民の生活利便性の向上を図るとともに、島外から多くの市民が、島に訪れ

やすくするため、交通基盤を整備する。 

航路運営においては、島と本土を結ぶ、渡船の利便性に配慮した安定的な運

航を行う。 
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また、島民や観光等で島を訪れる市民が、安全に利用できるように地域の実

情に応じた道路の整備を検討する。 

⑦生活環境の維持 

島民が快適に暮らせるよう上水道については、これまで整備した施設を適切

に維持管理し、今後も安全な水の安定供給に取り組む。 

また、日常生活によって排出されるごみ・し尿について衛生的な処理を行い、

島や島周辺の海域の良好な環境づくりに努める。 

⑧脱炭素社会・循環型社会の実現に向けた取組 

環境未来都市として選定された本市は、地球温暖化対策の推進や資源・エネ

ルギーの効率化や再利用といった課題に、他都市に先駆けて取り組んでいる。 

藍島・馬島においても、脱炭素社会の構築を進めるため、太陽光発電等の再

生可能エネルギーの導入促進を図る。 

また、島民・事業者・行政がそれぞれの役割に基づき、廃棄物の発生抑制や

資源化等、持続的発展可能な循環型社会を形成する。 

なお、令和５年度より新規事業として、「離島周辺海域における洋上風力発電

基礎調査」を検討している。 

（２）防災体制の充実 

①消防・防災体制の充実 

「自らの命を守る」という視点に立った防災教育等により、島民の意識の向

上を図り、自主防災組織の育成強化に努めるとともに、島民による活動を促進し、

地域の防災体制の強化を図る。 

そのため、今後も小倉北消防署と藍島及び馬島の消防団で、災害を想定した

連携訓練を定期的に実施する。 

また、消防団施設や小型動力ポンプの定期的な更新等による消防活動の拠点

整備を行う。 

②地震・津波災害対策の強化 

地震・津波等の大規模災害に備え、地域防災計画との整合性をとりながら、

避難場所の確保、避難ルートの設定や、島民による避難生活のための避難所運営

体制、水・食料の備蓄等を検討する。 

また、衛星携帯電話の利用やインターネット上で災害情報等をリアルタイム

で共有できるＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）等の仕組みを

活用し、防災情報伝達手段の多重化及び多様化を図る。 
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３ いきいきと働ける島づくり 

（１）産業の活性化 

①水産業の振興 

島の基幹産業として、水産業の振興を図るため、水産資源の生産に重要な役

割を果たす藻場の保全等に努め、漁場環境の改善を図り、将来にわたって、持続

的な活用ができる里海づくりを推進する。 

また、漁業生産の拡大に向けて、種苗放流の推進や水産物流通に必要な漁業

関連施設を整備することにより漁業経営の安定化を図るとともに、安全・安心な

魚介類を市民のニーズに応じて、出荷するための体制づくりや多様な販売先の開

拓等を進める。 

さらに、水産物の加工による付加価値を高めた商品づくりやインターネット

等を活用した特産品の新たな販路開拓の支援を行う。 

②農業の振興 

馬島の農業の安定化・効率化に向けて、農道等の生産基盤、農業用施設の整

備を行うとともに、農地の土壌改善に取り組み、生産性の向上を図る。 

また、農産物のブランド化等により、生産量や販売ルートの拡大など、生産

者と一体となった農業振興を進める。 

③新たな産業の創出 

島の雇用の確保と収入の安定化に向けて、島の資源を活かした産業を創出す

るため、体験漁業や新鮮な魚介類を食べることができる空間づくり等、島の基幹

産業である水産業と連携した取り組みを推進する。 

また、地域の自然・文化・人々の交流を進めるための宿泊場所の確保など、

来島者に滞在してもらえる環境づくりを進めるとともに、観光ガイドブックやホ

ームページ等を活用した島の取り組みの積極的なＰＲにより、来島者の増加を図

る。 

４ デジタル技術を活用した島づくり 

（１）インターネット接続環境の充実 

市と連携協定を締結している情報通信事業者と連携して、島内における受信状況

を踏まえ、島民を対象とした通常より安価な通信サービスを創設するなど、インタ

ーネット接続環境の充実を通じた、島での生活の利便性の向上を図る。 

(2) ＤＸの推進  

より身近な場所で、Web 相談システム等により遠隔でも区役所等と同等の行政サ
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ービスを受けられる環境整備を行うなど、島民に寄り添って窓口サービスのあり方

を見直すとともに、デジタルで快適・便利な幸せな島での生活の実現を目指す。 

    （注）ＤＸとは、Digital Transformation の略。最先端のデジタル技術を企業

や行政などに広く浸透させることで、人々の暮らしをより便利で豊かなも

のへと変革すること。 
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第５章 計画のフォローアップ 

改正離島振興法において、施行５年後に国は同法の施行の状況について検討を加え、

その結果に基づいて、必要な措置を講ずるものとしており、本市においても国における

検討を踏まえ、必要な措置を検討する。

また、本計画は、島づくりの基本的理念・方向性を定めたものであり、施策の実施と

評価は、各分野の事業実施計画の中で毎年行っている行政評価に基づいて行うこととす

る。 

事業の進捗状況などの把握は、関係部局が連絡調整会議を定期的に行い、それぞれの

事業の内容や実施状況に応じて、効果的な計画の推進を図る。 


